
二次評価結果

　評価できる取組

・地域間幹線系統の評価に際して、昨年度より設定された県独自の指標等を用いた検証を行っていることを確認
しました。関係市町の地域公共交通会議でも評価趣旨を説明の上協議がなされ、関係者間で地域間幹線系統の
確保・維持への意識付けがされていることを確認しました。
・昨年に引き続き、静岡県が主体となり市町や乗合バス事業者等と連携し、県内全ての小学生のバス運賃を無料
とする「ハッピーライドin静岡プロジェクト」を実施したことにより、公共交通を利用する機会の創出に取り組まれたこ
とを確認しました。
・物価高騰対策のため、車両維持費や燃料費高騰分の補助を実施されたことを確認しました。

　期待する取組

・引き続き、県と各市町及び交通事業者等と連携して各地域間幹線系統の評価を行い、とりわけC・D評価の系統
にあっては詳細な利用促進策等検討を行い、関係者と緊密に連携して公共交通の確保・維持に向けた取組を推
進されていくことを期待します。
・来年度実施される、乗降データ等を活用した交通施策の展開や単独市町及び市町の圏域を超えた広域共同運
行によるライドシェア等の展開支援などにより交通空白の解消に向けた取組が進むことを期待します。
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